





















































　　（2013年 2 月22日　開催）　……………………………………………………………………………… 79
― 2 ― ― 2 ―
図書館現職者のための体系的研修の試み
～上田女子短期大学「図書館職員学び直し講座」の場合～






































































































　第一に，大学における司書資格取得のための学習を第 ₁ 段階と見なし，大学卒業後の学習を第 2 段
階と位置付けた。第 ₁ 段階で履修する科目は，図書館職員養成の基礎であり，入口であることを明確

























することが必要である。研修では，特定テーマに関する講義は ₁ 時間半から 2 時間であり，受講者は
受身で講義を聞くだけで，試験がない。大学の授業であれば，特定テーマについて，集中講義なら，
























































































































































































2₀₁₀年 ₄ 月～2₀₁₀年 ₉ 月
上田女子短期大学
₃ 図書館制度・経営論 2₀₁₀年₁₀月～2₀₁₁年 ₃ 月 松本大学
₄ 図書館情報技術論 2₀₁₁年 ₄ 月～2₀₁₁年 ₉ 月 上田女子短期大学
₅ 主題専門知識 2₀₁₁年₁₀月～2₀₁2年 ₃ 月 上田女子短期大学
₆ 児童青少年サービス演習 2₀₁2年 ₄ 月～2₀₁2年 ₉ 月 上田女子短期大学
⑤会場
　会場は，長野県上田市にある上田女子短期大学で ₅ 科目，松本市にある松本大学で ₁ 科目が開催さ
れている。
⑥受講料





































　 ₁ 科目を ₁ 単位と換算し，合計 ₆ 単位を取得すると，「長野県専門司書」の称号が付与される。講











































































































































₁ ）これからの図書館の在り方検討協力者会議 . 司書資格取得のために大学において履修すべき図書
館 に 関 す る 科 目 の 在 り 方 に つ い て（ 報 告）．2₀₀₉.2.http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/
chousa/shougai/₀₁₉/gaiyou/₁2₄₃₃₃₀.htm（参照　2₀₁₃.2.₁）
2 ）2₀₁₁年 2 月 ₄ 日，県立長野図書館にて，薬袋がインタビューを行った。
₃ ）2₀₁2年₁₀月₁₃日，筑波大学東京キャンパスにて，市川，薬袋がインタビューを行った。
₄ ）これからの図書館の在り方検討協力者会議 . これからの図書館像～地域を支える情報拠点をめざ
し て ～（ 報 告）．2₀₀₈.₃.http://warp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2₈₆₇₉₄/www.mext.go.jp/b_menu/
houdou/₁₈/₀₄/₀₆₀₃2₇₀₁.htm（参照　2₀₁₃.2.₁）




































































































　従来は，「 ₅ ．法の選択・運用」だけと考えられていたが，行政機構の課題は，「2. 政策情報の整理・



























































































































































































































































　図書館流通センターの研修は，（ ₁ ）必修研修，（ 2 ）選択研修（任意研修），（ ₃ ）責任者研修，（ ₄ ）



























　　ステップ ₁： これからの図書館と TRC，TRC MARC₁，プライバシーマーク制度と図書館業務に
おける個人情報保護（初級編），接遇 ₁（基本編）　ほか
　　ステップ 2： TRC MARC2「人名典拠について」，プライバシーマーク制度と図書館業務における
個人情報保護（中級編），接遇 2（中級編トラブル回避の手法）　ほか



















　　司書資格を有し，レベルアップ 2 研修（入社 2 年目）以上を受講した者が書類選考に応募し，選
考される。




シャリスト」として認定され，TRC の正社員として登用される。調査時点では， 2 名が認定され
ていた。
③ TOOLi（ツール アイ）達人講座











































































































































































































































































2₀₁₁年度の積算では，市レベル（人口₁₀万人）では，図書館が ₁ 館，職員が ₈ 人で₅,₆22万円，図書
や視聴覚資料購入費などに充てる「需用費」が2,₀₀₅万 ₄ 千円，合計で₇,₆2₇万 ₄ 千円が積算されている。
県レベル（人口₁₇₀万人）では，図書館が ₁ 館，職員数は館長含めて2₈人分で ₁ 億₉,₁₅₇万円，図書館
協議会委員 ₉ 人でその報酬費として₁₈万円，図書や視聴覚資料購入費等に充てる「需用費」が₅,2₁₆


























































　選択科目　 ₄ 科目 ₄ 単位以上
【₁₉₆₈年改正】
　必修科目　 ₉ 科目₁₅単位
　選択科目　 ₄ 科目 ₄ 単位以上
【₁₉₉₆年改正】
　必修科目　₁2科目₁₈単位
　選択科目　 2 科目 2 単位
【2₀₀₉年改正】
　必修科目　 ₁₁科目22単位
　選択科目　 2 科目 2 単位
　2₀₀₉年の改正においては，社会の変化や住民のニーズの多様化，図書館実務の変化に対応して改





　生涯学習概論 （ ₁ 単位） →（ 2 単位）
　図書館経営論 （ ₁ 単位） →図書館制度・経営論（ 2 単位）
　児童サービス論（ ₁ 単位）→（ 2 単位）
【統合された科目】
　図書館資料論（ ₁ 単位）専門資料論 （ ₁ 単位）→ 図書館情報資源概論（ 2 単位）
【名称が変わった科目】










な事項として，事業者の努力（法第 ₅ 条関係），保護者の役割（法第 ₆ 条関係），関係機関等との連携
強化（法第 ₇ 条関係），子ども読書活動推進基本計画（法第 ₈ 条・第 ₉ 条関係），子ども読書の日（法
第₁₀条関係），財政上の措置等（法第₁₁条関係）について規定している。
　子ども読書基本計画は，「今後おおむね ₅ 年間にわたる施策の基本的方針と具体的な方策を明らか























　図書館に関しては，第 ₇ 条第 ₁ 項において，市町村に，必要な数の公立図書館を設置し，配置する
























　　・平成21年度全国読書フェスティバル / 文化芸術懇談会（ 1 月24日）













する協力者会議」（座長 : 福原義春　資生堂名誉会長，副座長 : 肥田美代子　財団法人文字活字文化推
進機構理事長）を設置し，国民の読書や読書環境の現状や課題を把握・分析し，読書への国民の意識
を高める効果的かつ効率的な取組について検討を行った。
　報告「人の，地域の，日本の未来を育てる読書環境の実現のために」（2₀₁₁年 ₉ 月）では，第 ₁ 章






















◇　 読書活動の現状を見ると，10歳以上の国民の 4 割強が 1 年間に「趣味としての読書」を行ったと回答。また，
別の調査では，本を読む量や時間について，約 7 割が以前と比べて減少したと回答。小学生は全体の約 6 割以
上が 1 日10分以上読書をしているが，中学生になるとそれが約 5 割に低下し，「全くしない」が 4 割近くに増加。
◇　 今後，ICT を活用した新しい読書環境の拡大など，人と読書との関係の変化が予想される中で，こうした変化
をどうとらえ，どのように対応していくのかが社会全体に問われている。























































































作権法が改正され，2₀₁₃年 ₁ 月 ₁ 日から施行された。
　一方，総務省では， ₃ 省懇の報告を受けて，「知のデジタルアーカイブに関する研究会」（主査 : 杉
本重雄筑波大学教授）を設置し，図書館，博物館，美術館，文書館などが所蔵している資料へのネッ
トワークを介したアクセス性を高めることについて議論を行い，2₀₁2年 ₃ 月に報告書「知のデジタル







　情報交換会の場で , 参加者の一人であった文部科学省社会教育課長が , 当時進められていた「年越




換し , 取組を通じて得た知識を共有し合った。また , 取組を効果的に展開するためには , 各館が個別
に行うだけでなく , 各館での取組をつなげて面として拡げていくことが必要であるという問題意識を
共有した。
　その後 , 関係者による検討を重ね , 図書館海援隊が①図書館が従来実施している課題解決支援サー
ビスをより本格的・継続的に開始するものであること , ②有志の図書館と関係者による主体的な（国
主導ではない）プロジェクトであること , ③国は , 広報及び参加館相互の情報交換の場の提供などの
後方支援に努めることが提案された。また , このプロジェクトは ,「新たな役割を担うこれからの図
書館」と（2₀₁₀年の NHK 大河ドラマが「龍馬伝」であったことから）坂本龍馬の心意気とをかけて ,
「図書館海援隊」と名付けられた。このような経緯を経て , 図書館海援隊は ,2₀₁₀年 ₁ 月 ₅ 日に発足し









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・敷地面積2,₁₆₆.2₀m2，建築面積₁,₅₇₁.₄₇m2，延床面積₉,₈₀₉.₇₆m2，地上 ₄ 階，地下 ₃ 階













































































　嘱託₅₁名のうち，図書館担当₃₄人，生涯学習担当 ₆ 人，市民活動担当 ₅ 人，青少年担当 ₅ 人。（←₁
人合わない）　 2 シフト制で動いている。その他アルバイトが2₀名。






























・平成2₁年 ₁ 月着工，平成2₃年 ₁ 月竣工，平成2₃年 ₇ 月オープン。




















₃ 階市民活動情報コーナー・団体ファイルコーナー ₁ 階　ギャラリー（このときは「宇宙」がテーマ）
₁ 階　カフェ 地下 ₁ 階　展示「武蔵境いまむかし」
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